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第 1項摂取試料 文献
第 1章緒 '言
ヱンテロトキシンとは，ブドウ球菌に由来する一群の急性胃腸炎催起物質に対して， Dolman 
(1938)等により与えられた名称であるが，その本体に関しては今日に至るも尚殆んど不明の
ままである。
一方現在の食中毒に於いては，ブドウ球菌は最も重要な原因菌のーっと考えられ，特?と欧米
の如く，肉類及び乳製品類の摂取量の多い諸地域に於いては， Feig (1950)等も指摘している
如く，一般の食中毒の大半のものが該毒物に関係ありと推定せられているO
叉我国に於いても近年動物性蛋白質の摂取量漸く増加しつ斗あり，叉これに伴いブドウ球菌
性食中毒と決定された事件も可成多数に及んでいる。この様な現状に鑑み，これに対する確定
診断，予防対策等の諸基準を早急に確立せられることが必要と考えられるO
併し乍ら，これ等の諸点を解決せんが為には，その根本的基礎として先ず，該毒物の本体を
究明せねばならなし'0 
Davison & Dack (1939)，Hammon (1941)，Bergdoll，Kadavy，Surgalla & Dack 
(1951)，Bergdoll，Lavin，Surgalla & Dack (1952)等は此の間題を追及せんとして，ヱン
テロトキシンの分離精製を行い，それらの抽出物について各種性状を検べたが，彼等によって
得られた標品は執れもその純度に於いて尚相当に不純なものであり，従ってそれらを用いて行
われた検査成績は必ずしも信頼され.ない。故に今日に於いては該中毒の確定診断は専ら人体摂
戸主r.， 当士一754- 千 莞 弓与 会 雑 骨じ、 第 33巻
取試験による他はない。
主主?に於いて著者はこの中毒の根本的対策の研究の一環として，先ずエンテロトキシンを可及
的に高純度に分離精製せん事を企て， Zoneelectrophoresisを応用して爽雑蛋白質を除去せる
結果， 相当純度の高い標品を得られたので， 其の実験結果を本報に報告する次第であるO
医
第 2章実験菌株
本実験に用いた菌株は Micrococcuspyogenes 
v. aureus vこ属する 3株である。これ等の菌株中 2
株，即ち浅草株及び松山株は明らかに食中毒の原因
食と息われるものより分離された菌株.で、あり，他の 
1株即ち， 209P株は非中毒性の菌株である。尚前
者の中毒株2株は敦れも国立衛生試験所細菌部より
分与を受けた株で、あり，他の非中毒性 209P株は教
室保存株である。コド株は従来最も一般に使用されて
し、る株なるを以って，其の性状に就レての詳細は省
略し，本報に於いては，中毒原因株 2~朱に就いての
みその性状を記載する。
第 1節培養所見
浅草株，松山株共にグラム陽性の葡萄状配列を示
す球菌である。その直径は執れも約 1μ である。普
通寒天とに於いては両菌株共直径約 1mm程度の大
きさの，円形不透明な帯黄灰色の光沢を有する孤立
性集落を形成する。
叉両株共に普通プイヨシ中に於いては， 370C，18 
時間で極めて著明な増殖潤濁を示す。
第 2節生化学的性状
第 1項マンニット分解能
上記の 2菌株をマシニットを含む Barsiekowの
培地に接種し， 370C，24時間後に観察すると，第 1
表に見られる如く明瞭にマンニットの分解が認めら 
れる。
第 1表 使用菌株の生物性状
~一一¥菌株(
生物性状 ~I 浅草株 松山株 209 P 
を調べると，執れも薯明な境問塊の生成を認めた。
第 3項食塩抵抗 
7.5%の割に NaClを含むプイヨン中に木菌を接
種し， 370C，24時間培養を行うと，充分に旺盛な該
菌の発育増殖が認められる。
尚本実験に於ける接種菌は， 370C，19時間普通寒
天斜面培養より， 1白金耳をとり，生理食塩水 10cc 
中に懸渇浮離せしめたものを用い，その懸濁液 1滴
を食塩ブイヨン 10cc中に投じた。
第 4項溶血作用
山芋血液及び人血液より，各々生理食塩水を用い
て充分に洗日産せる赤血球浮洗液を作成し，その 5%
浮説液に 370C，18時間プイヨン培養液 0.5ccを加
え， 370Cで2時間観察を続けると執れも明瞭な溶血
が起り，叉此等の血球液を軽く遠心沈澱すると透明
なへそグ、ロビン溶液が得られる。即ち溶血反応は陽
性である。
第 5項ゲラチ y分解能 
30%ゲラチン培地に上記各菌株を穿刺接種し， 
370C，48時間培養後，冷水にて冷却すると最早擬固
を起さない事を知った。即ちゲラチンを完全に液化
せしめた。
第 6項硝酸還元作用 
0.1%に硝酸加里を加えたぺプトン水に接種後， 
370C，5日間培養後， α-Naphthylamin酷酸水溶
液， Sulphanyl酸酷酸水溶液各 1cc宛を加えるこ
とに依り，執れの菌株に於いても，亜硝酸が産生さ
れている事を知った。
第 7項燐酸アゾモン利用 十十十十++十++++
Mannit分解 十 Huckerの斜面培地に上記菌株を接種し， 370C， 
十 24時間培養を行い該菌増殖の有無，即ち燐酸アンモ
ンを窒素源として利用し得るや否やを調べた結果，
血竣凝固作用
食塩抵抗
溶血作用
十++
全く菌の発育は認められなかった。即ちこれ等の菌
群は執れも"アンモニウム塩の形では窒素源を摂り
得ない事が知られた。
ゲラチ y液化
硝酸還元作用
燐酸安門利用
尚と言己 Hucker培地の組成は下記の如くである。
第 2項血紫凝固作用
グエン酸加入血疑-の 10f音食塩水溶液 0.5cc中に
本菌の 370C，18時間プイヨシ培養2滴を加え充分
振謹混和せしめ， 370C，1時開放置後凝固作用の有無
寒天…・・…・…・・……・・……-……・ 1.5% 
燐酸アシモン・………-・…・・・ 0，1% 
葡萄糖……………………………1.0% 
塩化加里…-…・……………… 0.02%
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第 3節エシテロトキシユ/i室生能
エンテロトキシン産生能の有無を調べる為には，
従来より各種の試験法が考案工夫されているが，そ
の大部分は動物実験によるものである。即ち各種動
物に対する円高吐催起作用，乃至は摘出腸管に対する
収縮増強作用の有無、を示標として該毒物の存在を追
及するのであるが，著者等の研究室に於ける従来の 
実験成績に依れば，注射に依る動物円高吐催在物質を
求めて，これを以ってエ γテロトキシンなりと考う 
る事は極めて危険なる事を知ったので本研究に於し、
ては，エンテロトキシン産生能を検するに専ら人体 
摂取試験成績を以って判定を行った。
第 1項摂取試料
Dolman，Wilson (1938)等の半流動培地を先ず
作成し，これに可溶性澱較を 1%の割に加えたもの
を 15Lb，15分間高圧滅菌を行い，之に 370C，18時
間プイヨシ培養の被検菌株を接種し，この培地を炭
酸ガス 30%を含む空気中で 370C，48時間培養を行
う。次に此の培養物をそスリン布にて穏過しその穏
液を 4000r.p. m. 30分間遠心沈搬を行L、菌体の大
部分を除去し，その上清を取り 1000C，30分間加熱
して，エシテロトキシン以外の他種の exotoxin群 
を灘間蛋白として無毒化せしめる。之を再び 4000
r. p. m. 15分間遠心沈i肢を行って不溶物を除去す
る。かくして得られた上清の 50cc宛を成人健康男
子 1名宛に各々牛乳中に混じて試飲せしめる。
尚三七培地の組成は下記の如くである。
共に明瞭にエンテロ }-=f-V/産生能を有する事を
確認し得た。猶叉 209P株に於いては同様の実験を
行った結果，全〈胃腸障碍を惹起せざる事を知つ
た。即ち木菌は全くエンテロトキシシを産生しない
と考えられる。
第3章エシテロトキシシ抽出
従来エシテロトキシンの拍出に際し用いられた方
法を大別すると次の 3群となる。即ちその第 1は，
Alcohol等の有機溶媒に，該毒物の不溶性なること
を利用せるもので， Hammon(1941)の Alcohol沈
iBi法がその代表と考えられる。次は等電点の差によ
りイ也種成分と分別する方法で， Bergdol1， Kadavy， 
Surgalla & Dack (1951)等 Dack一門により専
ら行われている。最後は硫酸安門を飽和せしめて，
該毒物を塩祈せしむるものであり，この方法は極め 
て簡便な為に Davison & Dack (1939)以来最も
普通に応用されている。更に Bergdoll， Lavin， 
Surgalla & Dack (1952)は之に colummchro-
matographyを併用する事に依り相当純度の高い
拍出物を得ているo著者は Dack等の拍出法に更
に電気泳動法を追加して分離精製を行った。
第 1節実験材料
本実験に用いたエシテロトキシシ抽出原液は前章
に於いて記載せる被験者摂取試験の場合と全く同様
の方法に依り作成せられた培養源液加熱物で、ある。 
即ち被験菌株を 1%可溶性般粉加 Dolman半流動
培地に接種し 30%茨酸ガス混合空気中に於いて，
、370C，48時間培養ぜるものの穏液加熱物である。猶
この実験装置，及び、培養方法等の詳細に関しては，
ず
何。
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著者等の研究室に於いて藤原，杉山，岩田，関谷等
に依り既に報告されているので木報に於いては省略
する。ノ
第 2節実験方法
実験方法のI1慎序は第2表に示す如くである。即
ち，先ず原液に硫酸安門を 64%の割合に加え，一
夜放置し，そこに生ずる沈澱を滴紙穏過に依り分離
採取し，この沈澱を蒸溜水に再び溶解せしめ，不溶
性の爽雑物を遠心沈殿に依り分離除会し，その上清
を流水中に於いて，セロブアシ嚢を用いて一夜透析
浅草株，及び松山株の培養加熱源液は如れも薯明
を行う。次に内液を採り，之に塩酸を加えて， pH 
を 3.5に修正する。尚この時の液温は 00--20Cとす
なエンテロトキシン毒作用を表わす。即ち執れの場 る。氷室内に 1時開放置後更に遠心沈澱し，沈澱を
合に於いても十数回に及ぶ~互吐発作及び数回の下痢 分離する。この遠心沈澱操作中は，遠心、沈澱器の上
を発せしめ，之に伴って，悪寒，腹痛，頭痛等の自 部に冷却画を装置し，その中に.ドライアイス，及び
覚症状を惹起せしめた。以上の成績より之等2菌株 アセトンを入れ，沈殿管の内液温度が 50C以上に上
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会学医
雑 誌 第 33巻
第2表 エンテロトキシン拍出法 
(1)原液 (2.5L) 
+(NH4)2S0壬 64%
一夜放置
鴻過
沈j肢
十蒸溜水250cc e 
遠心分離4000r.p.m 30分
j慮液
上清 沈澱 
|流水透析
内液 
I+HCl，pH 3.5 (OOC__20C) 
I1時間半放置
|遠心分離 
(IT) 沈澱 上清~\
約 1g i0.85% NaC1 (30 cc)溶解 
lOCにて 2時間行ったが，
その冷却装置は第1図に示
す如くであり，氷を用いて
低温を維持し，充分吸着せ
しめたる後，この Hy宜osu・ 
percelを吸着塔より出
し，グエシ酸燐酸塩緩衝液 
(μ=0.12，pH=7.8)中に
投じて，エンテロトキシン
を溶離せしめる。此の場合
の緩衝液の量は Hyfl.osu・ 
percel 10 g ~こ対し約 100 
ccにて充分と思われる。尚
溶離の条件は， 150C，1時
第 1図ハイフロシユ
{ノミセル吸着装置
フ ナフ
INaZC03中和pH 6.8~7.2 間である。かくの如〈して溶離せるものを，
1+グエy酸燐酸塩緩衝液 
(μ= 0.02，pH= 6.3) 85 cc 
Hyfl.osuperce1 20 g 吸着 (OOC~ 
ー漏斗を用い吸引滞過しその語、液を採り之に硫酸
lOC) 
安門を 64%の割に加へ再び塩析せしむ。室温に一
夜放置後語紙漉過を行い，其の、沈i肢を分別採取し，
H.S.C. 憶液 何 之を原液のjt量の蒸溜水に再溶解せしめ，遠心沈澱
t'" 
+グエy酸燐酸緩衝液 (μ=012， o 
トt
pH=7.8) 200 cc により不溶部分を除き，その上清を流水中にてセロ
1時間溶出 注 フアシ嚢を用いて一夜透析を行う。次に内液を採り 
Buchner 濡過 
-30C ~こ予め冷却せる Alcoho1 4倍量を加え，そ
穏液 H.S.C. 
+(NH!)2S04 64% 
一夜放置
穏過
噂 升 ( 同 ) 一 司
ぎ吋・印ぬ 
こに生ずる沈澱を集める。この操作を 4回繰返え
し， 2回 Ether処理を行った後室温にて乾燥せし
めると，灰白色粉末を得られる。
沈澱 穂液
+蒸溜水 50cc 
遠心分離
上清 沈、般 
+A1coho1 200 cc C-30C) 
遠心分離
沈i般 上清 

IA附 01，E加処理 
  
(JI)粉末(約 150mg) 

電気泳動，抽出

透析 
  
A1cohol，Ether処理 

②粉末(約20mg)
昇せぬ様に注意した。かくの如くにして得られた沈
澱を少量の生理食塩水に再溶解せしめ，茨酸ソーダ
溶液にて中和し， pH 6.8--7.2とする。之にグエソ
酸燐酸塩緩衝液 (μ=0.02，pH = 6.3)を加えて原液
量の会となし， OOC附近まで冷却せる後 Hyfl.osu-
perce1 10 g宛のカラムを通過せしむる。尚この場
合の Hy丑osupercelの量は，大略原液1.2Lに就
レて， 10 g 1本を標準とした。叉この吸着は QOC__ 
此の粉末を用いて zone-e1ectrophoresisを行
い，その中に含まれる各種の蛋白成分を互いに分離
せしめる。
此の場合の実験操作は次の如くである。 
1) 澱粉ペースト作製:
先ず市販の局方馬鈴薯澱粉200gをとり， これを
蒸溜水 1Lにて 4回洗蔽後， 500Cの加温蒸溜水によ
り，更に l回洗剤産し，その洗液を傾斜法により棄て.
る。別にJ:_ N ・ベロナ -l~塩酸緩衝液 (pH=8.0)
10 
110 ccを調製し，上記の政粉層に加え，充分壇持混
和せしめ， 1時間放置後その上清を棄て，沈臓部を
残L，これを澱粉ベーストとする。 
2) 電気泳動槽準備:
本実験に使用せる電気泳動槽は第2図の如く長さ 
40cm，巾 3cm，高さ1.5cmのプラスチック製のも
のであり，その両端は開放されている故，最初に此
等の両端を源紙片により閉鎖L，ゴム帯を以って固
定する。叉陰極端より 15cmの処に体積約 3ccの
プラスチツグ片をはめ込んで置く，これは後に試料
を入れる為の空間を予め確保せんが為である。
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第 2図電気泳動装置 	  れた泳動槽を両電極槽聞に装置し，
泳動槽の両端のガ{ゼ遊離片を緩衝
液中に浸す。更に電極槽中に白金電
極を入れ，各電極を電源、に接続せし
める。通電電源としては，直流可~
圧電源を用いたが，本電源の容量は 
1000 V，50mAである。最後に電源
電圧を調節して通電電流を 8mAと
3) iJAt粉ペー スト詰込: 
1)の方法により作成された澱粉ペーストをめの
如く準備された電気泳動槽仁村こ詰め，約 1時開放置
して，充分に澱粉ペーストの安定せるを確めた後，
その上面に惨出せる緩衝液をj慮紙片により吸取る。
次にぺ{ストの余分の部分を掻き取り，表面を平滑
とする。 
4) 試斜挿入:
上記の精製粉末約 150mgをよN.ベロナ一ル
酸緩街液 (pH8.0の〕約 3cC中に溶解せしめ，これに∞
適当量の搬粉を加え，ペーストとする;尚この場合
に使用せる搬粉は，市販の局方馬鈴薯i殴粉を冷蒸溜
水及び， 500Cの温蒸溜水により洗糠せる後， 500C 
にて乾燥せるものである。次に電気泳動槽より，プ
ラスチツグ片を抜きとり，その空間に上記の試料ペ
{ストを挿入し，表面を平滑とせる後槽の上蓋をの
せ，固定装置により充分密着せしめるο 最後に漁動
槽の両端を 4枚折りのガ{ゼにて覆い，その遊離端
を約 5cm程残す。 
5) 冷却装置:
実験中，装置内温度を可及的に低温ならしめる目
的を以って，電源、を除く全装置を低温画中に格納し
た。尚この低温画Iは周囲より熱遮断をする為に厚板
及び厚手のラシャを用いて作成され，その内部の天
井部には氷槽を有し，上部より冷却するものであ
る。 
6) 通電操作:
初めに両電極槽中に _1N・ベロナーノレ塩酸緩衝液 
20 
(pH 8.0) 1 L立宛注入する。次にのにより作成さ
し20時間電気泳動を行う。尚此の
場合の電圧は約 200Vである。 
7) 分劃抽出:
上記の如く 20時間通電後，泳動槽をとり出し，澱
粉ぺーストを肉眼的に見ると，その中に 3個の禍色
斑，即ち試料挿入原点，及びその陽極側 9cm，陰極
側 6cmの附近に夫々最高濃度を示す福色斑が認め
られる。このi殿粉ペーストより第 3図に示す如き区
割りに依り各分劃を作成し，その各々に生理食塩水 
20 cc宛を加え泳動せる各成分を夫々溶出せしめる。
これ等の各拍出材料より傾斜法及び遠心沈澱法に依
り澱粉粒子を除去し，各抽出液を再び流水中に一夜
透析する。最後にこれらの内液に各4倍量の Alcoh・ 
01を加えて沈澱を生ぜしめ，遠心沈澱により，これ
を分離採取し，更に純 Alcohol，Ether処理を行い
て灰白色粉末を得る。叉この実験に用いられた Al・ 
cohol及び Etherは予め-30C__-40Cに冷却せる
ものである。尚ヌド拍出換作中の各分董~の記号は第 2
表の夫々の場所に記載せる如くである。叉浅草株及
び松もi株を被検菌株とする場合は上記の如く，原点
より陰極側 6cmの附近に掲色帯が認められるが，
エンテロトキシン非産生株 209P株を用いて同様の
実験を行った場合には， 7.5cmの処を中心とする褐
色帯の存在が認められた。
第 4章抽出物の毒性
前記の方法により分劃された各拍出物について，
夫々人体摂取試験を行い，その毒性の有無、を検討し
た。
第 1節実験方法
(工)(ll) (ll)I<' (JI)①②①④@①⑦の 11種
第 3図 i殴粉ペ{スト各分劃割法
原点 
① 	 ⑤ ①l③同②l
守匹、 
OCIl 7cm11cm1C42b1 16cm 23.5 cm 24 cm 	 40c口1(左端ヰり〕 
l~ .."758- 千 集 弓一

抽出物について毒性試験を行った。即ち此等の各分
劃について，夫々第3表に示す如き割合に人体に摂
取せしめた。尚本実験に於し、ては各分劃共被検者は 
2名宛とした。その理由は，被検者の総数に，あま
り余裕が無く，従って各分劃に 5名宛とし、う理想的
な実験は不可能となった為で、ある。
叉被検者は事lれも 20才より 35才に至る健康な男
子であり，その体重も最低 50kgより最高 65kgに
及んでいる。摂取方法としては，勃れも予め 400C
に温めた牛乳中に所定の量の試料を混合~し， 2分以
内に摂取せしめた。尚粉末試料の場合は，予め生理
食塩水 10cc Vこ完全ι溶解せしめたものを牛乳中に
混じて飲用せしめた。このことは若し粉末のま斗牛
乳中に技スする時は，試料が完全に溶解せず，容器
医
に附着し，計算量の摂取不足となる可能性を考慮せ
叉①より⑦に至る電気泳動抽出分劃について
は，先ず粉末にする前に抽出液のま 人体摂取試験L
を試みた。尚此等の場合は，いづれも全量の士量を
1以って 人当りの摂取量とした。叉エンテロトキシ
ン存在の判定は，被検者に於ける咽吐，下痢の発生
実験成績は第 3表に示す如くである。即ちエンテ
ロトキシシは (JfI)③分劃に存在すること(1)(TI) 
pH=3.5が知られる。換言すれば，該毒物は で沈澱
Hyosupercelchromatography部に移行し， に宜 
zone-electrophoresis-(pH より精製され，更に 
る為である。
を以って基準とした。
第 2節実験成績
8.0)に就いて原点より陰極寄り 6cm附近に移動す
るものなることが認められる。又 pH3.5に調整さ
れた時の上清には，エンテロトキシン作用は殆んど
みられなし、。
第3表 抽出物の人に対する毒性
種類 量 原液換算量 毒性
(工) I50 cc ( 1 ccjkg) 50 cc( 1 cc/kg) 十 
(II) 20 mg(0.4 mgjkg)1 + 
(il町川区 3m山〉 
50 cc( 1 cc/kg) 
50 cc( 1 cc/kg) 
300 mg( 6 mg jkg) 100 cc( 2 cc/kg) 
330 cc(6.6cc/kg) (il) 20 mg(0.4 mgjkg) 十
② j 3mg(0.05mgjkg) 350 cc( 6 cc/kg) 十 
更に叉，電気泳動時に原点附近に止るもの及び陽
極側に移動する蛋白分劃も亦無毒である。更に最後
の有毒抽出物に前記の如く Alcohoi，Ether処理
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を行い，粉末となし，再び毒性試験を試みると 50 
r/kgの割にて極めて強力なl恒吐催起作用の存する
ことが認められる。
尚209P株を用いて得られた，同様の抽出分劃は
勿論執れも完全に無毒であった。
第5章抽出物の化学1I生状
上記の実験成績により，電気泳動の②分劃にエ
ンテロトキシンの存在が証明されたので，該分劃に
つレて試験管内定性試験及び加水分解物の Paper-
chromatographyを試みた。
第 1節実験方法
試験管内定牲試験としては，②粉末 0.5%水溶液
について， Biuret反応， Xanthoprotein反応， 
Ninhyrin反応， Fehling周芯， Orcin反応， 
Disch反応を試みた。
次に②粉末 10mgを 1N .H2S04，0.5CC中に投
入し， 100oC，5時間加熱後 Barytaを， pH 5.2迄
加え，遠心、沈殿し上清をとり， Naphthoresorcin 
反応を行った。
叉上記加水分解物を約士量に迄減圧濃縮し， 
Paperchroma tographyの試料とした。尚此の場
合の Paperchromatographyは一次元であり溶媒
の組成は， 局方アンモニア水 1cc +蒸溜水 9cc + 
再溜フェノー ノ]"90ccである。叉対照用として Glu-
cose，Glucuron酸， G 1ucosaminを夫々同一躍
紙片につけて，試料と平行して展開せしめた。呈色
剤はアニリンフタール酸を用いた。叉この呈色剤は
アニリン (0.93g)とブタール酸(1.66g・〉を水で飽
和したプタノーノレ(100cc)に溶かしたもので， 
Partridge (1949)の原法である。展開時聞は 18時
間，実験温度は 370Cとして呈色せしめ Rfを求め
た。
第 2節実験成績
⑦分劃の試験管内定性試験成績は第 4表の如く
である。即ち Biuret反応， Xanthoprotein反応， 
Ninhydrin反応等
第 4表 ②定性試験 の Amino酸， Pep-
反 応
名
(反応 tid反応は極めて弱
Biuret 
Xanthoprotein 
Ninhydrin
土土土く，従って本分劃の
蛋白部は量的に少
し大部分は非蛋白
Fehling より成立つものと
Orcin 十 考えられる。次に 
.Disch Fehling反応陰性で、
Naph thoresorcin 十 あり，遊離の還元糖
誌 一枠 庇左 糸 町  
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は殆んど無いと思われる。叉 Orcin反応陽性なる
故，結合糖質の存在を推測せしめる。 Disch反応
陰性なる故 Desoxyri boseの存在は認められない。 
更に②分劃の水解物は Naphthoresorcin反応陽
性なるを以って Glucuron酸の存在を思わせる。
叉②分劃71，解物Jの Paperchromatographyの
結果は第 5表の如くである。即ち Rf0.40，0.12， 
第 5表①水解秒7J 0.63の部位に夫々呈色斑
Paperchrornatography を示す 3種の物質が認め 
験方法を用いて，エシテロトキシ yの精製を行った
が，得られた実験成績は次の如くである。
1) 本実験に使用されたエシテロトキシン産生菌
株は，執れもマンニヅトを分解し，血清凝固酵素を
産生L，7.5% NaClを含む培地中で増殖可能であ
り，人赤血球に対し著明な溶血作用が認められ，ゲ
ラチンを液化せしむる。即ち所謂 M.C. N. H. G. 
の各条件を満足せしめる菌株である。 
2) エンテロトキシソの拍出方法は，飽和硫酸安 
Rf I 物 質
一一ー !一一一一一一一一一 
0.40 I G lucose 
0.12 I Glucuron酸 
0.63 I G lucosarnin 
られる。此等の呈色斑の門塩桁， pH 3.5沈澱， Hy宜osupercel吸着 (pH土
Rfは夫々対照の Gluco-
se，Glucuron酸， Glu-
cosarnin等の夫と一致
する。以上の実験成績よ
り②分劃は， Mucoproteinを含むものと考えら
れる。
第 6章総括並びに者察
ェ γテロトキシンの本体については現在一定した
見解が得られていない。即ち Harnrnonく1941)は
多糖体なりと謂い， Dack (1951)は蛋白体なりと主 
張している。叉藤原等(1953，1954)の研究によれ 
ば糖蛋自体結合物或は両者の混合物ならんと述べて
いる。 Bergdoll，Lavin，Surga!la & Dack等に 
より精製された標品も尚多糖体，蛋自体の両者を合
んでし、る。叉この精製標品は，電気泳動試験の結 
'果，少くとも 4種以上の物質の混合物なることを記
載している。
著者は，かくの如き混乱状態に若干なりとも方向 
付けを試みんと企て，エンテロトキシンを可及的，
等電点の近似せる，単純な蛋白として抽出せんとし
た。元来，蛋白質の混合物について，夫等の各成分
を単一なものとして互に分離することは非常に困難
なことである。併し乍ら Theorell (1935)が電気
泳動法により，易動度の差を利用して黄色酵素を精
製じて以来，生化学，免疫学の各領域に於いて，電
気泳動法による蛋白質の分離技術は急速に進歩し
た。特に Kunkel (1954) J;J，、来，従来の液相泳動
法に加えて，これに搬粉ペ{ストを用いた zone-
electrophoresisが試みられるに至り，任意の泳動
部の拍出が可能となった。本研究に於いても此の突
<.-← 
亦罰
6.3，μ=0.02)，溶出 (pH=7.8，μ=0.12)， zone-
electrophoresis (pH 8.0，8 rnA，200 V)，等の操
作を組合わせて仔った。
尚三ド実験操作中は可及的低温に保持された。 
3) 上記の各抽出分劃について，夫々人体摂取試
験を行った結果，エンテロトキシシは飽和硫酸安門
により塩析され， pH 3.5で沈澱し， Hy宜osupercel
吸着，溶出により抽出されることを認めた。更にこ
の抽出物を用し、て， zone-electrophoresisを行う
と該毒物は，この実験条件では原点より陰極側約 6
crnの処に中心を有する巾約 1crnの範囲に泳動せ
ることを認めた。叉非エンテロトキシン産生株 209
P株を用いて同様の実験を試みた結果は，同処に泳
動物を検出出来ない。
4) zone-electrophoresisにより他種蛋白と分
離された分劃は，蛋白質，アミノ酸反応は極めて徴
弱であり，叉遊離還元糖の存在も認められない。叉
Orcin反応のみ陽性なるも Disch反応は陰性なる
故，結合w!還元糖の存在が推定される。更に硫酸加
熱水解を行い， Paperchrornatographyを試みる
と， Glucose，Glucuron酸， Glucosarninの存在
が確認されるので，本分劃は Mucoproteinを含む
ものなることを認めた。尚木分割と雄も全く純粋な
りとの証明は，まだ得られないので，本反応はエン
テロトキシン以外の爽雑物に由来する可能性も考え
られるが，現在の研究段階に於いては，一応該毒物
は Mucoproteinならんと推定される。このことは
叉，俗長の藤原等の見解，即ち糖蛋自体をエシテロ 
トキシンの本態ならんと見倣す考えと一致するもの
であり，極めて興味あるところであろう。 
器ゐ
百聞
著者はエンテロトキシンを産生するブドウ球菌の培養櫨液加熱物について，分離精製試験を
試みた結果，該毒物は，硫酸安門塩析， pH3.5沈澱， Hyflosupercel chromatography，zone-
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electrophoresis等の操作を組合わせることにより抽出可能なることを知った。叉本抽出標品
は，人体摂取試験に於いて 50γjkg程度の極めて強い毒性を有することを認めた。尚この精製
毒物はその水解物について定性試験を行った結果，その中に Glucose，G lucuron酸， Glucos司 
amin等を含むことが知られ，従ってエンテロトキシンは一種の Mucoproteinならんと推定
された。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲の労を賜わりました恩師谷川教授，電気泳動法
に関し御教示を頂いた赤松教凌，並びに種々御指導をうけた藤原講師に対し衷心より感謝の意を
表し，尚御協力を頂いた番場学士に深謝します。
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